
革
新
的
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
需
給
確
立

気
候
変
動
対
策
で
未
来
づ
く
り

紙
オ
ム
ツ
処
理
で
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

国
交
省

検
討
会
下
水
道
へ
の
受
入
タ
イ
プ
区
分

中
央
環
境
審
議
会
地
球
環
境
部
会
は
三
月
十
六
日
、
東
京
・
港
区
の
三
田
共
用
会
議
所
で
第
二
十
二
回
「
長
期

低
炭
素
ビ
ジ
ョ
ン
小
委
員
会
」
（
委
員
長
・
浅
野
直
人
福
岡
大
学
名
誉
教
授
）
を
開
き
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
長
期

大
幅
削
減
に
向
け
た
基
本
的
考
え
方
を
ま
と
め
た
。
民
間
活
力
を
最
大
限
活
用
し
、
遅
く
と
も
二
○
四
○
年
頃
ま

で
に
脱
炭
素
型
の
革
新
的
な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
需
給
が
確
立
し
た
社
会
を
構
築
す
る
。
気
候
変
動
対
策
を
大
き

な
柱
と
し
た
未
来
づ
く
り
と
し
て
脱
炭
素
化
を
牽
引
す
る
長
期
発
展
戦
略
を
策
定
す
る
方
針
だ
。

パ
リ
協
定
を
受
け
て
平
成

二
十
八
年
五
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
地
球
温
暖
化
対
策
計

画
で
は
温
暖
化
対
策
と
経
済

成
長
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
二

〇
五
〇
年
ま
で
に
八
〇
％
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
を

め
ざ
す
こ
と
を
長
期
目
標
と

し
て
掲
げ
た
。
し
か
し
従
来

の
取
り
組
み
の
延
長
線
上
で

は
目
標
達
成
が
困
難
な
こ
と

か
ら
、
大
幅
削
減
の
過
程
に

お
け
る
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス＝

機
会
と
立
ち
向
か

う
べ
き
チ
ャ
レ
ン
ジ＝

課
題

を
具
体
化
し
、
技
術
と
経
済

社
会
シ
ス
テ
ム
の
一
体
的
な

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す

る
こ
と
が
早
急
に
求
め
ら
れ

て
い
る
。

当
日
の
小
委
で
は
中
川
雅

治
環
境
相
が
冒
頭
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
基
本
的
考
え
方
を

本
日
示
す
こ
と
が
で
き
た
の

も
、
こ
れ
ま
で
の
皆
さ
ま
の

ご
尽
力
の
お
か
げ
と
深
く
感

謝
し
て
い
る
。
長
期
戦
略
の

策
定
や
施
策
の
具
体
化
へ
よ

り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
」
と
述
べ
、
活
発
な
審

議
を
促
し
た
。

新
た
に
示
し
た
基
本
的
考

え
方
で
は
温
室
効
果
ガ
ス
の

大
幅
削
減
に
向
け
て
多
様
な

技
術
の
強
み
を
活
か
し
た
強

靭
性
の
確
保
が
重
要
で
あ

り
、
国
際
競
争
力
の
源
泉
と

し
て
異
業
種
連
携
も
含
め
た

総
合
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が

低
炭
素
市
場
の
獲
得
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
強
調
。
将
来

に
わ
た
っ
て
質
の
高
い
生
活

を
も
た
ら
す
持
続
可
能
な
脱

炭
素
社
会
を
実
現
で
き
る
よ

う
従
来
の
延
長
で
は
な
い
技

術
や
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
最
大
限

追
求
し
、
経
済
的
・
社
会
的

課
題
を
同
時
解
決
す
る
気
候

変
動
対
策
を
多
様
な
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
共
に
推
進
し

て
い
く
。

具
体
的
に
は
気
候
変
動
対

策
に
よ
る
未
来
づ
く
り
と
し

て
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た

超
ス
マ
ー
ト
社
会
を
実
現

し
、
家
事
の
効
率
化
や
働
き

方
の
多
様
化
を
促
進
す
る
。

と
く
に
住
ま
い
の
脱
炭
素
化

で
は
省
エ
ネ
に
よ
る
断
熱
性

の
向
上
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
技
術

を
活
用
し
た
健
康
管
理
・
見

守
り
シ
ス
テ
ム
で
安
心
・
安

全
な
生
活
を
確
保
す
る
。

地
域
づ
く
り
で
は
バ
イ
オ

マ
ス
な
ど
の
地
域
資
源
を
活

用
す
る
こ
と
で
顔
の
見
え
る

生
産
と
消
費
の
つ
な
が
り
に

努
め
、
建
築
物
の
耐
震
化
・

長
寿
命
化
を
通
じ
て
街
の
高

付
加
価
値
化
を
行
う
。

不
安
定
化
す
る
国
際
情
勢

に
対
し
て
は
ガ
ソ
リ
ン
代
・

灯
油
代
の
値
上
が
り
に
不
安

を
覚
え
な
い
燃
料
転
換
や
資

源
循
環
に
よ
る
自
給
率
の
向

上
を
め
ざ
す
。

国
土
交
通
省
は
三
月
十
三

日
、
東
京
・
中
央
区
の
Ｔ
Ｋ

Ｐ
東
京
駅
前
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
セ
ン
タ
ー
で
第
二
回
「
下

水
道
へ
の
紙
オ
ム
ツ
受
入
実

現
に
向
け
た
検
討
会
」
（
座

長
・
森
田
弘
昭
日
本
大
学
生

産
工
学
部
土
木
工
学
科
教

授
）
を
開
催
し
た
。
新
た
に

使
用
済
み
紙
オ
ム
ツ
の
処
理

方
法
を
固
形
物
分
離
、
破
砕

・
回
収
、
破
砕
・
受
入
の
三

タ
イ
プ
に
分
け
、
お
お
む
ね

五
年
間
の
技
術
的
・
制
度
的

検
討
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
打
ち

出
し
た
。
二
〇
二
二
年
度
を

め
ど
に
受
入
条
件
を
確
定

し
、
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
作
成
す
る
。

当
日
は
森
田
座
長
が
冒
頭

あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
今
回
か

ら
具
体
的
な
議
論
に
入
る
。

十
分
に
意
見
交
換
し
、
よ
り

良
い
方
向
へ
進
ん
で
い
け
る

よ
う
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
」
と
述
べ
た
。

新
た
に
示
し
た
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
で
は
使
用
済
み
紙
オ
ム

ツ
の
処
理
方
法
を
Ⓐ
タ
イ
プ

（
固
形
物
分
離
）
、
Ⓑ
タ
イ

プ
（
破
砕
・
回
収
）
、
Ⓒ
タ

イ
プ
（
破
砕
・
受
入
）
の
三

つ
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

検
討
課
題
と
対
応
方
針
を
明

示
し
た
。
固
形
物
分
離
タ
イ

プ
は
ト
イ
レ
内
で
紙
オ
ム
ツ

か
ら
汚
物
を
分
離
さ
せ
、
紙

オ
ム
ツ
自
体
は
ご
み
と
し
て

回
収
。
破
砕
・
回
収
タ
イ
プ

は
ト
イ
レ
内
か
ら
投
入
し
た

紙
オ
ム
ツ
を
破
砕
装
置
で
破

砕
し
、
建
物
外
の
分
離
・
回

収
装
置
で
固
形
物
の
み
分
離

し
ご
み
と
し
て
回
収
す
る
。

破
砕
・
受
入
タ
イ
プ
は
ト
イ

レ
内
の
破
砕
装
置
で
紙
オ
ム

ツ
を
破
砕
し
、
そ
の
ま
ま
下

水
道
に
流
す
。

検
討
会
で
は
技
術
と
制
度

の
分
科
会
を
設
け
て
議
論
を

深
め
る
と
と
も
に
、
学
識

者
、
企
業
、
下
水
道
管
理

者
、
関
係
省
庁
な
ど
産
学
官

の
情
報
共
有
の
場
と
し
て
連

絡
会
議
を
開
催
し
、
定
期
的

に
進
捗
状
況
を
確
認
す
る
。

中環審小委が基本的考え方示す

中川環境相

技術・制度両面で意見交換

森田座長
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